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私は七十歳の年︵二〇〇五年︶に本学を定年退職した。退職したら何をするという計画も格別にはないままに、俳
句をやり出した。俳句をはじめようという気持もないなかでたまたま息子の入っていた句会に誘われ、なんとなく入会したのである。　
私は七十年の人生を迎えながら、創作には縁のない人間であった。小説を書こうと試みたこともなく、詩に短歌に
俳句のすべてがまったく駄目であった。父良彦は若 頃﹁アララギ﹂の同人だったこともあり、生涯に千首くらいはつくっていて、歌集﹁ひとすぢの道﹂にはなかなかいい歌もある。また息子の宗雄も秋山素子先生の﹁まがたま﹂句会
に
入
れ
て
頂
い
て、
こ
の
十
年
の
あ
い
だ
に
二、
三
百
句
は
ひ
ね
り
出
し
て
い
る。
偶
然
の
働
き
も
あ
る
の
か、
一
寸
面
白
い
句
も
生
まれた。
二　
それなのに私という人間はいまだに一首の歌も一句の俳句もつくれない。なぜつくれないのかを考えてみると、目
だけあいてはいても自然を見ることをしていないと言おうか、花鳥風月をまともに見ることなどまったくしていない人間 ったらしい。　
絵で言えば、一度も絵を描いたことがな 、塗り絵さえした経験がないらしい。塗り絵くらいなら誰にだってでき
る
筈
で
あ
る。
例
え
ば
西
行
の
有
名
な、
＂
心
な
き
身
に
も
哀
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫しぎ
立
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
＂
の＂
鴫
立
つ
沢
＂
と
い
う
部
分だけを入れかえることなら誰にで できそうに見える。素人でも立ちどころに三つ四つは入れることができるのかもしれない。しかし私の頭ではいくら考えても＂鴫立つ沢の＂に代わる文字を思い浮かべることができない⋮⋮。ぜなのか。そのような目で景色を眺めた経験がまったくないから、と言うに尽きるようである。　
二
年
前
か
ら
息
子
に
す
す
め
ら
れ
て、
＂
一
坪
農
園
＂
で
農
作
入
門
の
よ
う
な
こ
と
を
は
じ
め
た。
そ
こ
で
感
じ
た
の
も、
自
分
は
こ
れまで野菜の実も芯も葉もまったく見てはいなかっ という事実だった。畠に出向 て知ったのは一株の野菜に 花にも葉にも根っこに どれだけ多くの生きも がへばりつき、かつうごめいてい か こ だった。　
三島由紀夫という観念のかたまりのような作家が死んだあと、彼と親しかった学者ドナルド・キーンが、三島さん
は観念の人で具体的な自然観察を てこなかった、松と杉の区別さえつ ないほどだ、 言ったことがある。格別な悪意もなく三島文学の特質をそう表現 た な だが、私は西欧文学を崇拝する三島と う作家が日本流の私小説を徹底して斥けた結果、日本の を素直に見てこ かったこ を思った。　
今も述べたように私は一度も小説を書こうと思ったことが い。書いてきたのは評論ばかりな ら、評論らしい評
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論もまた書けなくて、読書感想文のようなしろものばかり書いてきた。当の感想文で、私は一貫して三島の＂つくりもの＂的な小説をこばみ続け、自然な情感の流露のない三島の小説に対する批判ばかり書いてきた。自然描写らしきものがあっても、まるで芝居の舞台の書割 ごとくに生気 ないことを指摘してきた。　
そ
ん
な
指
摘
を
続
け
な
が
ら、
自
分
は
三
島
に
く
ら
べ
れ
ば
自
然
志
向
の
人
間
で
あ
り、
松
と
杉
の
区
別
の
つ
か
な
い
三
島
よ
り
は、
まだしも自然につい 知ることは多いつもりでいた。　
しかし多少の句作を試みてわかったのは、自分が自然などまったく見ていないという事実だった。なるほど私とて
松と杉の区別を知らないなどという な 。桐や銀杏や柳だって知って るなど も思っていた だが、その程度の知識などあったとて、三島との違いは五十歩百歩であり、少しでも山川草木を見ている人から れば、私など三島と同類の観念志向の人間にすぎ であった。　
だ
とすると、私の三島ぎらい、三島批判というのもまったく別の角度から見なければならなくなる。三島の小説の
なかで一番有名な﹃金閣寺﹄など 、いった どこがいいのかまったくわからないし、芝居とてもせ ふに理屈と逆説
ば
か
り
が
な
ら
び、
﹃
鹿
鳴
館
﹄
や﹃
サ
ド
侯
爵
夫
人
﹄
も、
幕
間
に
席
を
立
っ
て
帰
り
た
く
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
が、
ど
う
や
ら
こ
れ
は＂嫌悪＂ではなく、一種 ＂自己嫌悪＂なのだと思うようにもなった。　
嫌
い
な
三
島
作
品
の
な
か
に
も
比
較
的
好
き
な
も
の、
感
心
し
て
読
め
る
も
の
は
あ
る。
特
に
感
心
し
た
の
は﹃
文
章
読
本
﹄
で
あ
る。この﹃読本﹄は元来、雑誌﹁婦人公論﹂の新年号の別冊付録とし 刊行されたのであった。私には格別 古本趣味はないも の、当の＂別冊付録＂だけは、どこか 古書店で見つけ も を買 て今でも持 ている。
四　
この別冊付録は、現在山梨文学館長を勤めておられる近藤信行さんが若手編集者だった頃、多忙の流行作家三島の
あいた時間に芝居の楽屋などへ押しかけて口述筆記をしてもらってでっちあげた＂やっつけ仕事＂だったという。それでいて理路整然、説得力を一杯にそなえた名著なのである。　
とりわけ日本の文学と西洋文学のちがいを明快に述べている点で名著なのだが、そのなかで三島は︿日本の作家が
風
景
描
写
に
か
け
て
は＂
世
界
に
卓
絶
し
た
名
手
＂
で
あ
り、
﹀︿
日
本
の
文
学
者
が、
︵
中
略
︶
自
然
に
深
く
没
入
す
る
と
き
に
は、
自
然描写は
自おのず
から象徴的な高まりを得て、西洋文学における人物描写に勝るとも劣らない独立した価値をもつように﹀
なったと述べている。　
日本の作家が風景描写において＂世界に卓絶した名手＂であるという指摘はたいへんいい指摘だと思っている。以
前からこの指摘には共感してきたのだが、最近は︿日本の文学者が⋮⋮自然に深く没入するときには、
自然描写は自
から象徴的な高まりを得て﹀という部分にのみ頭をかしげるよう なってきた。　
象徴というのはシンボルの翻訳語であり、明治期に翻訳のためにつくられた新造語である。なぜそうした言葉をつ
くったかといえば、かつての日本にはシンボルにあたる言葉や概念が存在し かっ からである。日本の新憲法 天皇を国民の象徴
0
と定めたが、象徴という言葉は考えれば考えるほどわからなくなる。いったいどのような意味なのだ
ろう。　
西行の﹁わきて見ん老
おい
木き
は花もあはれなり今いくたびか春にあふべき﹂の花︵桜︶とて花自体はまさに無常を生き
0
て
0
いるのであり、無常の
0
などではまったくないのである。
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さて、だいぶ迷い道をしてしまったが、私もついに生まれて初めて俳句をつくることになった。初めての句会にあ
た
っ
て
何
で
も
い
い
か
ら
一
句
だ
け
を
こ
し
ら
え
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た。
な
に
か
有
名
な
句
を
も
じ
っ
て
つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
も
の
の、当の一句さえなかなか浮かんではこない。以前から富安風生の﹁何もかも知ってをるなりかまど猫﹂が気に入っていたので、この句をもじることにより﹁無常など知らぬ顔なりかまど猫﹂なる駄句をしつらえて、持って行った。　
今
思
う
と、
よ
く
も
こ
ん
な
句
を
提
出
し
た
も
の
だ
と
恥
ず
か
し
く
な
る
が、
秋
山
素
子
先
生
は、
こ
れ
は
こ
れ
で
い
い
け
れ
ど
も、
無常というような言葉は俳 あるいは短歌など もあまり使わないといったことをさらりと言われた。 るほどあれだけ のことを たった西行とて、その歌に無常という言葉は一度も出していない。私は生まれて初めての作句にあたって自分が観念でしかも を見てい 人間であることを身にしみて感じたの
だった。
　
それと同時になぜ私が俳句をはじめたのかも身にしみてわかった。私が俳句をはじめたのは観念語に対する嫌悪で
あったことを思った。私は長 あいだ大学につとめてきた人間である。大学というのは何やら難しげなことを論じたり教えたりする場所であり、もっとやさしい言葉を用いればすむことを妙に難しい言葉、意味ありげな言葉を用いてひねくりまわす場でもあ その種の難しい言葉 中心にな のが観念語で ろう 観念語 う言葉 冒頭についた観念はむろんの 、権利や意識、要因、動機⋮⋮それに象徴といった人間の頭脳のなかに浮かぶさまざまな想念を示す言葉であり、そのほとんどは明治 文明開化の初期 西欧の観念語を翻訳す ため つく れた言葉なのであった。　
大学という場所につとめていて、いつも感じていたのは文学作品を研究することへのやま さであ 。文学作品
というのは元来平易なもの 観念語などを用いる は
比較的少ない。誰にでも読めるものは多いのに、大学
六でおこなう研究となると、何々主義とか何々的傾向とかいった観念語を用い、平易なものさえ難しげにもったいをつけて論じることが多く 。そうした研究なるものをおこなっている自分に対する嫌悪、あるいは学生たちを指導して研究論文な ものを書かせている自分へのやましさが堆積した末に定年を迎え、自由の身になったらなんとか観念語を用いない すむ世界に入りたい 思っていた。　
しかしその世界が俳句の世界だとは思いもよらなかった。むろん俳句に観念語を用いてはいけないという規則があ
るわけではない。五七五という韻律と季語、そして季語はかさねないくらいのきまりはある。その季語には樹木や草花、虫や小動物、景色に風俗があてられる ら これに応じて俳句には観念語などが入ってく 気配もないし 観念語を用いてはいけないと うきまりは不要なのに、無常などと う観念語を持ち出 てし う私という人間は因果大学人間だったと諦めるしか
ない。しかしまた生まれて初めての作品を通じて、俳句には観念語を入れないことを確
認できたのがた へん有難かったし、俳句をつくるこ が喜びにもなっていった。　﹁文學界﹂の同人雑誌評でいつもごいっしょしていた歌人の大河内昭爾さんに私が俳句をはじめたことを話したら、大河内さんは短歌はう うものだが、俳句は切りと だと話された。　む
ろ
ん
大
河
内
さ
ん
に
対
し
て
一
般
に
は
評
論
家
と
呼
ぶ
人
が
多
い
。
し
か
し
私
は
大
河
内
さ
ん
の
こ
と
を
い
つ
も
歌
人
と
呼
ぶ
。
評
論
家
な
る
肩
書
は
限
り
な
く
多
く
の
人
が
持
つ
こ
と
の
で
き
る
肩
書
で
あ
ろ
う
。
あ
る
程
度
の
雑
学
さ
え
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
人
で
も
持
て
る
肩
書
、
私
の
よ
う
な
人
間
で
さ
え
持
つ
こ
と
の
で
き
る
肩
書
で
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
肩
書
と
し
て
の
意
味
を
持
た
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
し
か
し
私
は
大
河
内
さ
ん
と
三
十
年
近
く
接
し
て
き
て、
大
河
内
さ
ん
が
ま
ず
は
歌
人
と
呼
ば
れ
る
べ
き
人
で
あ
る
こ
と
を
思
っ
た。
土屋文明に見出された天才少年として出発して数多くのすぐれ 短
歌を詠まれているし、会津八一に心酔してほとん
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七
ど
す
べ
て
の
歌
を
暗
記
さ
れ
た
く
ら
い
な
の
に、
た
ん
に
お
弟
子
さ
ん
を
持
つ
こ
と
や
結
社
を
つ
く
る
こ
と
を
な
さ
ら
な
か
っ
た
た
め
に、歌人とは呼ばれなかっただけの方なのである。その大河内さんが私に短歌はうたうものであり、俳句は切りとりだ
と
話
さ
れ
た。
大
河
内
さ
ん
は
少
年
時
代
か
ら
の
七
十
年
近
い
作
歌
の
経
験
か
ら、
短
歌
が
う
た
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を、
さ
ら
に
は、俳句も少なからずつくられた上で、俳句が切りとりであることを話 れたのであった。俳句が切りと だと言われても私にはなんの実感も湧いてこなかったが、今の私には、大河内さんの言葉を＂観念の切りとり＂というよりも＂観念の切り落し＂だと理解するのが一番わかりやすいようである。「第二芸術」　俳句といえば私のような老人がよく思い出すのは、日本の敗戦の翌年である昭和二十一年︵一九四六年︶に京都帝
国大学のフランス文学者桑原武夫の書いた﹁第二芸術
　
現代俳句について﹂
︵﹁世界﹂九月号︶という文章である。
　
敗戦後の＂
一億総懺悔＂という風潮のまっただなかで、桑原は俳句のように批評性も社会性も持たない芸術は第二
芸術であると見た。フランス流の小説や現代詩こそは 一 であり、第二芸術たる俳句など 程なく捨て去るべきもの、消えゆくべきものといった口吻で言われていたし 多くの人が本気でそう考えていたと思う。しかしあに図
はか
ら
んや、今ふりかえれば＂第一芸術＂の中心だった筈 小説や現代詩は衰えていく一方 第二芸術たる俳句は今なお栄えているように思わ る。　
いや、俳句は芥川賞とかベストセラーとかいった派手 ことには無縁だから、栄えるという表現を持ち出すのはそ
八ぐわない。私が俳句の世界に入って感じたのは栄えるとか衰えるとかいった議論をまったく寄せつけないゆるぎなさといったものだった。五七五のリズムと季語、その季語もかさねないようにする、という僅かなきまりだけを守って三百年四百年と続いてきた伝統の力とでもいうのか。いや、私のよう 新参者 伝統の力など感得で る筈も かったし、ただたんに栄えるだの衰えるだ い たことを考えさせない俳句の大きさだけを感じたのだった。　
今、私は、俳句は芥川賞とか、ベストセラーとかいった派手なことには無縁だから、と書いたが、欧米を中心に外
国人で俳句をつくる人がふえてきたのは、ある意味で＂派手な ＂であるのかもしれ 。少なくとも今から六十年以上前に書かれ ﹁第二芸術﹂の記述からみると、とても考えられない出来事であったろう。　＂第二芸術＂というのは桑原武夫が俳句を盆栽なみの＂第二芸術＂
、思想の欠如した第二芸術としておとし
めつつそ
う呼んだのだった。し し桑原にとっては考えられない出来事であろうが、盆栽もまた当時としては考えられ いほどの出世
0
をとげている。盆栽はボンサイ︵ＢＯＮＳＡＩ︶としてハイクと同様の世界語となり、ＢＯＮＳＡＩという
タイトルの雑誌は、欧米のどこの本屋にも売 いるのだ 不思議である。たぶん俳句など 盆栽ほど世界的に有名
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い、
私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
の
さ
い
に＂
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
＂
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
雑
誌
を
何
度
か
こ
の
目
で
見
た
覚
え
は
あ
る
の
だ
が、
俳
句
な
る
雑
誌
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る。
し
か
し
渡
辺
勝
さ
ん
に
頂
い
た﹁
比
較
俳
句
論
―
日
本
と
ド
イ
ツ
﹂︵
角
川
書
店
︶
を
見
る
と、
日
独
の
俳
人
百
人
余
が
集
ま
っ
て
催
し
た
日
独
俳
句
大
会
な
る
催
し
が
お
こ
な
わ
れ
ているの あった。一九九〇年とあるから今から二十年以上前のことな である。
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ヨーロッパの俳句
―
その現場
　
欧
米
人
で
も
俳
句
を
つ
く
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
耳
に
し
な
が
ら、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
る
の
か
を
私
は
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た。
我
々
日
本
人
は
俳
句
の
五
七
五
の
リ
ズ
ム
に
快
さ
を
感
じ
る
が、
日
本
語
を
用
い
な
い
人
々
に
五七五のリズムの快さを感じることができるのかどうか、私はそのことにまずひっかかっていた。　
たしかに現代詩は難しい。意味も難しいがまたリズムもよくわからない。私は元来詩の難しさに耐えられない人間
である。音楽 人一倍好きな人間であ つもりながら、いわゆる＂現代音楽＂はからきし駄目な人間なので、現代詩はなおさら駄目なのだが、いったい欧米の人が俳句に関心を持ち出し さらにはつくり出すことまではじめ というのが、どのようなことを意味する か最初はよくわから かった。　
今
か
ら
十
年
ほ
ど
前、
あ
る
新
聞
に
随
筆
を
週
一
回
連
載
し
て
い
て、
そ
こ
に﹁
俳
句
の
流
行
﹂
と
い
う
随
筆
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る。
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
俳
句
が
流
行
し
て
い
る
と
い
う
話
は
以
前
か
ら
耳
に
し
て
い
た。
句
会
な
ど
もよく開かれているという。当の現場を見てもい のにこんなことを言う は失礼 もしれないが、私には日本語を知らない外国人、例えばドイツ人に俳句 面白さがわかるとはどうしても思えな 。　
むろん季語を入れた三行詩という約束を設け、ドイツ語によって俳句めいたものをつくることは可能だろう しか
し五七五のリズムをつくること できないし、かりにドイツ語でそんなリズムをつくったとしても、そのリズムを快く感じることはありえないと思う。　
しかしヨーロッパで俳句がある種の人気を得ているのは事実である。だとすると私には 会という形式のほうに人
一〇
気があると思われる。仲間同士集まって句を出しあい、気に入ったものを選んで話しあう日本独特のまどいの形式にヨーロッパの人たちは引きつけられたのではなかろうか。　
かの地でも中世、近世まで詩は人が集まっていっしょに詠むものだった。実態がどんなものであったかはよく知ら
ないが、例えばワーグナーのオペラ﹁タンホイザー﹂や﹁ニュルンベルクのマイスタージンガー﹂の舞台を見ればある程度の想像はつく。　
ところがここ二、
三百年、ヨーロッパの詩は見る見るうちに個人が詠むものに変わっていった。詩に限らず、小説、
芝居、音楽、絵画いずれも個人的な性格を帯びるようになった。　
詩
や
小
説
の
よ
う
に
文
字
に
か
か
わ
る
芸
術
で
は
印
刷
術
の
普
及
と
発
達
の
影
響
も
大
き
い
だ
ろ
う。
か
つ
て
は
人
前
の
朗
唱
が
主
だった詩や小説が個室で黙読する のに変わっていった 書く側も個室にいて一人で書くから、自分の思い あの人この人に伝えるというより、自分自身を表現す
いった気持の方が強くなっていく。
　
となると自分にはわかるが他人にはよくわからない詩句も出てくる。あるいは他人がわかったにしても、受けとり
かたは一人ひとりでまったく異なると う事態 出てく だろう。　
カ
フ
カ
の
文
学
に
つ
い
て
こ
ん
な
解
説
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
―
こ
の
作
家
の
研
究
者
は
世
界
中
に
一
万
人
く
ら
い
い
る
が、
一
万
人
の
一
人
ひ
と
り
が
別
の
解
釈
を
し
て
い
る
と
も
言
え
る
―
そ
れ
は
読
者
の
一
人
ひ
と
り
が
別
の
読
み
か
た
を
し
て
い
る
こ
と
にも通じていよう。読者も作者もたがいになんと孤独で不幸な だろう 呆
あき
れる思いをした。
　
ヨーロッパの人たちもそのような孤独にたえられなくて、句会というまどいの形式に救いを求めたのではなかろう
か。
﹂
ドイツの俳人たち
一一
　
こんな文章をかつての私は書いたことがある。むろん当時の私はヨーロッパで少しずつであれ俳句をつくる人が出
てきたことをほとんど知らずにいた人間であり、そうした俳人とはまったく別の世界に住むカフカの研究者と言おうか、読者と言おうか、孤独な孤独な人 ちに話をつなげて まったのである。　
ご
く
最
近、
私
は
渡
辺
勝
さ
ん
か
ら﹃
比
較
俳
句
論
　
日
本
と
ド
イ
ツ
﹄︵
角
川
書
店
︶
と
い
う
本
を
頂
い
た。
渡
辺
さ
ん
は
私
よ
り
三
歳
年
上
の
方
で
あ
る。
大
学
で
も
三
年
上、
熊
本
大
学
に
つ
と
め
た
時
代
に
は
同
僚
で
も
あ
っ
た
し、
か
な
り
親
し
い
仲
で
も
あ
っ
た。その後もお会いする機会はあったのに、渡辺さんから俳句の話をうかがっ ことはなか 。かつての私は俳句に何の関心も抱かない人間であったから、渡辺さんは私 俳句の話を持ち出すのを遠慮しておられ のだろう。　
渡辺さんが俳句を始められたのは新制高校の時代であり、俳句歴は六十年以上になる方である。早くから岡田日郎
の
主
宰
す
る﹁
山
火
﹂
の
同
人
で
あ
り、
一
九
九
六
年
に
は
第
四
十
二
回﹁
山
火
賞
﹂
を
受
け
て
お
ら
れ
る。
大
岡
信
が
朝
日
新
聞
に
﹁
日
々
の
詩
歌
﹂
を
連
載
し
て
い
た
頃
に
渡
辺
さ
ん
の
俳
句
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
第
一
級
の
俳
人
と
見
て
よ
い
方
な
の
で
あった。　
本来ならこの原稿のなかで﹃比較俳句論﹄のことをご紹介すべきなのだが が渡辺さんのこのご本から学んだこ
とはあまりにも多い。それをいちいち書いていると 私自身の書くこ な くなってしまう で、ここでは、ドイツの＂俳人たち＂がど ようにして俳句をつくって くものかを紹介させて頂くことにとどめたい。　
渡辺さんは大学でドイツ語の教鞭をとられる方としては第一級の俳人であり、ヨーロッパ人による俳句 会に招聘
されたのであろう。当時とて渡辺さん お会いしては たのに、私自身が俳句に何 関心もない人間だった 私
一二
な
ど
に
そ
の
種
の
話
な
ど
し
て
も
無
駄
だ
と
思
っ
て
お
ら
れ
た
の
だ
ろ
う。
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
り、
私
は
俳
句
に
何
の
関
心
も
な
かったのである。　
し
か
し
今
の
私
は
た
い
へ
ん
強
い
関
心
を
抱
く
人
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た。
﹃
比
較
俳
句
論
﹄
の
第
一
章
は
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト・
ホ
ン
ブ
ル
ク
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
催
さ
れ
た﹁
日
独
俳
句
大
会
﹂︵
一
九
九
〇
年
︶
の
現
場
報
告
で
あ
る。
こ
の
大
会
の
第
一
分
科
会
に
は
日本の俳人二十四人、ドイツの俳人十四人が出席したという。　
日本の出席者を代表する沢木欣一俳人協会会長の提案で、出席者の作品から各人一句を選ぶことになり、
　
砂丘まで波寄せ波頭を投げ無月
　
エリーザベト・ガレンケンパー
に
日
本
人
側
の
点
が
集
ま
っ
た
と
い
う。
私
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
が、
﹁
無
月
﹂
は
十
五
夜
に
せ
っ
か
く
の
月
が
雲
に
隠
れ
て
見
え
な
い
こ
と
を
言
う
季
語
な
の
だ
そ
う
だ。
た
だ
し︿
観
月
の
風
習
の
な
い
西
洋
で
は
﹀＂
せ
っ
か
く
の
＂
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
ま
っ
たくなく、ただたんに月の出ない夜というだけの意味になっ
てしまう。
　
当然のことながら、風土のちがい、そのちがいからく さまざまな文化のちがいはたいへんに大きい。私のように
自然をろくに見てこなかった人間ならともかく、少しでも自然を見てい 間なら日本と西洋のちがいはとてつもなく大きい。例えば︿高浜虚子は昭和十一年に渡欧した際に、ヨーロッパの自然の風光に違和感をおぼえ、ベルリンに桜を見ても、アントワープ ヒヤシンスやチューリップを見ても作句する感興をそそられない﹀ いう。
︿﹁今日まで
ドイツの俳人たち
一三
西
洋
に
花
鳥
諷
詠
詩
と
い
ふ
も
の
が
興
ら
な
か
っ
た
と
い
ふ
事
も、
矢
張
り
さ
う
あ
る
べ
き
運
命
で
あ
つ
た
の
か
と
思
は
れ
ま
し
た。
﹂
︵﹃俳句への道﹄
︶と虚子は書いているそうだ。
　
最初の頁でいきなり、西欧で俳句をつくることの不可能を示された感じをさえ私は受けた。沢木会長は﹁ドイツで
見る月はまがまがしい﹂と言われたそうだし、著者渡辺氏自身も、
︿﹁日独俳句大会﹂に参加するため取った航空路の
経由地モスクワで見た北緯五十五度の月は、凄
せい
惨さん
なほど皓々として不気味であった。
﹁名月﹂
﹁良夜﹂などの季語には
日本の天然とそれにより培われた情趣が深く込められていて、異風土の西洋でそのまま使用することは不可能に思われた。
﹀と書くのである。
　
次に︿ドイツ俳人としてすでに一家をなすリヒャルト・Ｗ・ハインリヒ氏 句にこういうのがある﹀として
　
明らけきわが影月下にわが証
　
と
い
う
句
が
披
露
さ
れ
て
い
る。
︿
下
五
の
言
語
also bin ich noch ︵
ゆ
え
に
ま
だ
私
は
存
在
す
る
︶
は、
ich denke, also bin ich
︵
わ
れ
思
う、
ゆ
え
に
わ
れ
在
り
―
デ
カ
ル
ト
︶
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
強
い
発
語
で
あ
る。
強
烈
な
月
光
と
濃
い
影
―
人
を
し
て
哲
学的観念、自証の意志性へと誘い込む風土が確かにそこにはある﹀と著者の渡辺さん 書いておられる。　
今、ドイツ語を持ち出したので、ハインリヒ氏の俳句のドイツ語をすべて書いておこう。
一四
U
nter dem
 H
erbstm
ond
m
ein lebendiger Schatten ―
also bin ich nocn
　
渡
辺
さ
ん
は
そ
の
あ
と
に、
三
行
詩︵
つ
ま
り
欧
米
に
於
け
る
俳
句
は
す
べ
て、
短
い
三
行
詩
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
︶︿
秋
の
月
の
下に／あざやかな私の影／ゆえにまだ私は存在する﹀という具合に逐語的な翻訳を併記されている。　
さらにそのあとにこの三行詩を︿明らけきわが影月下にわが証し﹀として渡辺さん自身が俳句に
00
訳されている。
　
私のごとき俳句の素人から見ると、渡辺さんの俳句への翻訳
000
が実にうまく見える。かの直訳︿秋の月の下に／あざ
やかな私の影／ゆえにまだ私は存在する﹀を︿明らけきわが影月下にわが証し﹀といった見事な五七五にまとめることは私などには逆立ちをしてもできない業
わざ
であると思われた。
　
一方、日本の俳人の句は当然のことながら日本語でつくられている。今井杏太郎の
長き夜のところどころを眠りけり
　
という句は
ドイツの俳人たち
一五
In der langen N
acht,
bisw
eilen bin ich in
den Schlaf gesunken.
　
と、坂西八郎氏とサスキア・イシカワ＝フランケ氏の共訳によってドイツ語三行詩に翻訳されている。
　
この句はドイツ側から高点を得たという。
　
この句について、コメントを求められた一ドイツ人は︿
﹃禅の思想﹄を感じた。長き夜は人の一生とも受け取れて、
人間は眠るが、その間仏陀はずっと起き続けている﹄と解釈したそうだ。つまり杏太郎俳句の＂軽み＂も深読みされた﹀
︵宇咲冬男﹁俳句とエッセイ﹂平成二年十二月号︶
。
　
このような文章も紹介しながら、渡辺勝さんは、次のよ なコメントを書きそえられている。すなわち︿おそらく
こ
れ
は、
﹁
長
き
夜
﹂―
﹁
時
間
﹂―
﹁
無
常
﹂―
﹁
永
遠
﹂―
﹁
仏
陀
﹂
と
い
う
形
而
上
学
的
観
念
か
ら
来
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う。
こ
こ
で
は
季
語
が
問
題
と
な
る。
﹁
長
き
夜
﹂
は、
夏
が
終
わ
り
め
っ
き
り
夜
が
長
く
な
っ
た
こ
と
を
感
じ
る。
秋
の
季
節
を
表
す
語
で
あ
る。
こ
の
言
葉
は、
日
本
人
の
感
性
の
長
い
蓄
積
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る。
肌
に
感
じ
る
澄
ん
だ
空
気、
す
だ
く
虫
の
音、
物思いまで表象される主観的な時間感覚である。これに対しドイツ人の﹁長き夜﹂は、抽象的・客観的時間観念である。それが彼らをして省察へと導いてしまう。
﹀
　
いやはやドイツ人が、あるいはまた欧米人が俳句をやるというのはたいへ なことなのだ、と私 思った。
一六
　
風土のたいへんなちがい、文化のたいへんなちがい、言葉のたいへんなちがい、それに俳句の長い長い歴史⋮⋮こ
れらのちがいをのりこえて、欧米人が俳句をわがものにすることなどできるのだろうか⋮⋮。　
日本人はどうすればいいのか⋮⋮などとも考える。むろん私自身まだ俳句をはじめて間もない人間であり、学ばな
ければならないことは山ほどある人間なのだ 、素人の気楽さで言わせてもらうなら、欧米人は欧米人としてやるしかないと思う。誤解に誤解 かさねて大誤解をしていくしかないと思う。
星野慎一著『俳句の国際性』
　
そ
の
大
誤
解
の
筆
頭
に
置
く
べ
き
も
の
が、
＂
禅
＂
で
は
あ
る
ま
い
か。
た
っ
た
今
も
す
で
に
ド
イ
ツ
人
は﹁
長
き
夜
﹂
と
い
う
言
葉
を＂誤解＂して禅なる言葉が持ち出されたが、この大誤解を今後も大いにやってほし 私は思うのである。　
今から五十六年前、大学に入って二年目の年であっ が、星野愼一先生にドイツ語を習った。星野先生は雑談のお
好きな先生だった。私自身も定年
前の五年くらいからだったろうか、ずいぶん雑談の入る授業をやる教師になった人
間
な
が
ら、
学
生
時
代
の
私
は
ま
だ
く
そ
0
真
面
目
だ
っ
た
ら
し
く、
雑
談
の
多
い
星
野
先
生
の
授
業
は
よ
く
さ
ぼ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う。　
星野先生は俳句がお好きで、俳句の話もよくなさったというのに、私は俳句に関心 なかった。同じクラスの級友
で札幌在住の藤田︵林︶一枝さんによると、星野先生のお若かった頃、ドイツ人の教授に﹁古池やかはづとびこむ水の音﹂をたどたどしいドイツ語で説明した話をなさった。その話が面白くてクラス中が抱腹絶倒、今思い出し もお
ドイツの俳人たち
一七
かしいと書かれているのに、私はそんなことをまったく知らないでいたのである。　
昨年の暮に何十年ぶりかでこのクラスの同窓会があった。集まったのは十五人、亡くなった級友も十五人、あとの
十五人くらいは住所不明で残りは所用があって欠席⋮⋮というある意味で侘びしい会だった。当の林さんも住まいが遠
い
た
め
欠
席
さ
れ
た
が、
二
年
前
に
出
し
た
拙
著﹃
極
楽
鳥
の
愁
い
﹄︵
鳥
影
社
︶
な
ら
読
ん
で
も
ら
え
そ
う
な
気
が
し
た
の
で、
会
のあとでお送りしたところ、お礼の手紙に星野先生の遺著﹃俳句の国際性﹄のことが書かれていた　
今度の会で初めて知ったことながら、私のクラスからは矢島渚男のような第一級の俳人も出ていて会うことができ
た
し、
同
級
生
に
も
何
人
か
は
俳
句
を
や
っ
て
い
る
人
間
が
い
る。
私
も
大
学
を
退
い
た
七
年
前
か
ら
俳
句
を
は
じ
め
た
人
間
な
が
ら、
五十数年前の私はドイツ文学、と うよりドイツ音楽 夢中の学生だった。　
フランス文学、英米文学などと異なり、ドイツ文学
は志望者も少ないから、学科への進学にいい点数をとる必要も
な
か
っ
た。
で
は
小
説
で
も
書
い
て
い
た
の
か
と
言
え
ば
そ
ん
な
こ
と
も
な
く︵
ド
イ
ツ
文
学
科
の
同
期
か
ら
は
芥
川
賞
が
二
人
も
で
た
︶、
ド
イ
ツ
の
音
楽
と
り
わ
け
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
音
楽
に
夢
中
だ
っ
た。
ふ
と
こ
ろ
も
寂
し
い
な
か
で
古
い
レ
コ
ー
ド
な
ど
を
買
い
あ
さ
る貧乏学生だった。　
さ
て
藤
田
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
星
野
先
生︵
一
九
〇
九
︱
一
九
九
八
︶
の
遺
著﹃
俳
句
の
国
際
性
―
な
ぜ
俳
句
は
世
界
的
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
﹄︵
博
文
館
新
社
︶
は、
す
ぐ
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た。
星
野
先
生
は
平
成
十
年
に
八
十
九
歳
で
亡
く
なら ているから、亡くなられる三年前に出版された遺著と呼ぶにふさわしい本なのである。　
私はこの本を夢中になって読み、従来とはまったく異なった見方をするようになった。かつての私 欧米に於ける
俳句の流行について否定的な見方しかできない人間であった。
一八
　
ドイツ語であれ英語であれ、欧米の言葉で五七五のリズムをつくることなどできないし、かりにそうしたリズムを
つくることができたとしても、人々がそのリズムを快く感じることなどありえないと私は思っていた。　
む
し
ろ
欧
米
の︵
そ
し
て
日
本
の
︶＂
現
代
語
＂
の
主
観
性
が
強
す
ぎ、
仲
間
同
士
で
さ
え
理
解
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
は
な
い
の
か。
そ
ん
な
状
況
ゆ
え
わ
か
り
や
す
い
三
行
詩
を
出
し
あ
い、
一
種
の＂
投
票
＂
に
よ
っ
て
作
品
を
選
ん
で
話
し
あ
う、そんな＂まどい＂の形式に欧米の人が引き寄せられたのだろうなどと、現場を見ないながらに、勝手な推測もしていた。　
し
か
し
星
野
先
生
の
ご
本
を
読
ん
で
見
方
は
大
き
く
変
わ
っ
た。
む
ろ
ん
欧
米
の
俳
句
流
行
の
す
べ
て
が
い
い
と
い
う
の
で
は
な
い。
しかし星野先生のご本に出て 人たちは皆ほんものである。　
チェンバレンに始まり、ヘッセの従弟グンデルト、Ｒ・Ｈ・ブライス、エルヴィン・ヤーン⋮⋮皆長く日本に住ん
で日本語に親 み、俳句
を深く理解した人たちである。
　
西洋の人に俳句なんぞのわかる筈はないと日本人はよく言う。なるほどそれは真実でもあろう。しかし星野先生の
ご本を読んでみて、俳句には西洋 人にしかわからない部分もあることを知 ようになった。例えば、本書に登場する西洋人たちは︿俳句の背景 禅の影響が色濃くあ ﹀ことを指摘するが、日本人にとって禅とか禅的なものは空気のように普遍的に存在していることを思う。　
日本で長くドイツ語の先生をつとめたヤーンの章に ︿俳句の世界 その根底に於いて無名である﹀という言葉が
あり、それとならべて︿俳句 は＂われ＂という一人称 めったに使われない﹀こ ヤーン氏は指摘し いる。たしかに俳句には︿われ﹀とか︿私﹀を使 ない。そのこともまた、どうやら西洋の人 ち 目 見 ときわめ 的
ドイツの俳人たち
一九
に感じられるらしいのである。　
なるほど俳句では一人称の︿われ﹀が使われない。有名な︿古池や
蛙かわづ
とびこむ水の音﹀を見ても、
︿われ﹀という
一
人
称
な
ど
使
わ
れ
な
い
し、
主
語
な
ど
と
い
う
も
の
も
見
つ
か
ら
な
い。
﹁
古
池
や
﹂
で
始
ま
る
か
ら、
古
池
が
主
語
な
の
か
と
言
う
とそうではなさそうだ。ではその古池にとびこむ
蛙かわづ
なのかといえば
蛙かわづ
でもない、水の音でもない、水の音を聞いて
い
る
芭
蕉
自
身
で
も
な
さ
そ
う
だ。
他
に
も
有
名
な
句
を
二、
三
思
い
浮
か
べ
て
み
る
と、
そ
の
い
ず
れ
に
も
主
語
な
ど
見
つ
か
ら
な
い
し、主語の見つから いあたりに俳句の味があるような気もしてきた。　
そ
の
あ
と
の
私
は
主
語
と
い
う
も
の
が
気
に
な
り
出
し、
ま
ず
は
大
き
な
国
語
辞
典︵
七
巻
本
の
小
学
館﹁
日
本
国
語
大
辞
典
﹂︶
で
主語の項を引 てみて驚いた。説明の冒頭にごく素っ気なく、英語の
subject の訳語だと書いてある。
　
つまり主語というのは、幕末か明治の初めに、英文法の翻訳のためにつくられた
言葉なのだった。したがってその
時期迄の日本には主語という言葉がなかった。主語という観念、主語という考え方もなかったのだ。　
最近の日本には日本語を勉強するとか研究するとかいう外国 学生がふえてきたか そうした学生の間でも日本語
に主語が存在しないこと 有名になっ きたにちがいない 私もこ たび図書館 どで調べていて、カナダのモントリオール大学で長いあ だ日本語を教えておられる金
かな
谷や
武たけ
洋ひろ
さんや東京大学教授でその後私のいた中央大学文学部で
も教鞭をとられた山口明
あき
穂お
さんなど、主語のないことが日本語の特徴であることに注目する方が少なからずおられる
ことを知った
︵
1︶。
　
そ
の
一
方
で
本
屋
に
い
て﹃
多
主
語
的
な
ア
ジ
ア
﹄︵
工
作
舎
︶
と
い
う
本
も
あ
る
こ
と
も
知
っ
た。
著
者
は
杉
浦
康
平
さ
ん
と
い
う
デ
ザ
イ
ナ
ー
で、
長
い
間
ド
イ
ツ
の
ウ
ル
ム
造
形
大
学
で
仕
事
さ
れ
た
方
の
よ
う
で
あ
る。
ド
イ
ツ
と
い
う
の
は
多
主
語
の
正
反
対
の
二〇
国、つまり単主語の権
ごん
化げ
のような人たちの国である。そのような国の＂芸大＂でよくも杉浦康平さんのごとく＂多主
語＂を標榜するデザイナーを採用したなあと思う。たしかに﹃多主語的なアジア﹄のなかの対談で杉浦さんは何度もドイツ人の自己主張の強さを、自我の核の強引さを説いておられるから、人間関係ではずいぶん苦労もされたのだろう。　
私もドイツ文学を、そしてドイツ哲学をも長い間研究するうちにドイツ人の＂自己＂の強さに、自己主張のしつこ
さに辟易してきた人間︵たしかにヒトラーという はドイツ人 代表する人間だった︶だけに、十年ほど前にフランス人ヴォルテールに惚れこんだ。　
な
ぜ
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
惚
れ
こ
ん
だ
か
と
い
え
ば、
つ
ま
る
と
こ
ろ
こ
の
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
は
思
え
な
い
ほ
ど＂
多
主
語
的
な
＂
人
間
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る。
こ
の
人
は
名
著﹁
哲
学
辞
典
﹂
の
中
で、
古
典
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
西
洋
近
世
の
哲
学
者
た
ち
も
知
っ
た
上
で、
孔子を古今東西最高の人と 讃美
しているから、このヴォルテールを＂多主語的＂と言わずして誰を多主語的と言
えばいいのかという思いをしたのだっ 。　
もっともヴォルテールの生きた十八世紀のフランスはアフリカに南北アメリカ、それにインドからヴェトナムあた
りにまで植民地を持つ国であった に、少し後の であるカント、ヘーゲルの生きた 語圏の植民地はゼロ、ゼロであったせいもあろう 、カントもヘーゲルも︵孔子はむろんのこと︶中国のことなどほとんど何も知らな ったのである。　
さて日本語には本当に＂主語＂がなかったのかどうか。まずは私の一番好きな作品のひとつ漱石の初期の名作﹁草
ドイツの俳人たち
二一
枕﹂の書き出しをここにかかげて置きたい。　　　
山路を上りながらこう考えた。　
知に働けば角が立つ。情に棹させば流される。意地を通せば窮屈だ。とかくに人の世は住みにくい。
　
住
み
に
く
さ
が
高
じ
る
と、
安
い
所
へ
引
き
越
し
た
く
な
る。
ど
こ
へ
越
し
て
も
住
み
に
く
い
と
悟
っ
た
時、
詩
が
生
れ
て、
画え
ができる。
　
という次第で見事なまでに主語はない。主客対立の原理
　
さて、今も述べたように主語というのは
subject の翻訳語である。ただし
subject ＝主語は
subject という言葉の意味
のほんの一部である。英和辞典を参照してみても、主語なる意味は三番目くらいである。独和辞典を参照してみても①②は主体で③が主語、フランス語の
le sujet も①が主題で②が試験問題、③が文法上の主語になっている。
　
日本語というのは世界的に見ても特殊な言葉らしい。なぜ特殊なのかというと、西洋の文明というのか、まさに膨
大な量を持つ西洋の文明を日本語に翻訳してし
まった
000000
からである。司馬遼太郎の﹁ニューヨーク散歩﹂に、ライシャ
ワーが駐日大使をつとめていた時代に、旧英国領だったアフリカのある国の大臣が日本 訪れた話が出 くる。
二二
　
ア
フ
リ
カ
の
大
臣
は
日
本
の
要
人
000
に
会
う
た
め
に
や
っ
て
き
た
ら
し
い
の
だ
が、
会
っ
た
要
人
の
誰
一
人
と
し
て
英
語
が
話
せ
な
い。
﹁
日
本
に
は
教
育
を
う
け
た
人
が
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
﹂
と
ア
フ
リ
カ
の
大
臣
は
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
に
む
か
っ
て
訴
え
た
ら
し
い
が、
こ
れまで訪れた他国の要人
0
は皆英語を話せた︵むろん書くこともできた︶のに、ただ一国日本の要人だけは誰も話せな
い︵むろん書けもしない︶
。
　
つまり非ヨーロッパの国々で、日本のみが欧米の文明のすべてを日本語に訳してしまった国なのである。これは世
界のどこの国にも きない難事業、今からやれと言われても、とてもできない難事業らしい。この難事業ゆえに日本語は、あるいは日本人の頭脳はどれほど他の国と異なるものになってしまったのだろうか。　
欧米系の言葉にはすべて主語あり目的語あり動詞もあるのに、主語もなく目的語もない日本人はどうやって対処し
た
の
だ
ろ
う。
少
な
く
と
も
西
欧
語
に
は
主
語
あ
り
動
詞
あ
り
目
的
語
が
あ
る。
主
語
を
持
つ
人
間
と
そ
の
人
間
の
対
面
す
る
対
象
が
セットになっている。主観や主題を持つ人間の側が相手にする＂もの＂が存在するが、当の＂もの＂が人間の言うことを聞いてくれるかどうかはわからないし、この＂も ＂を通して人間がさまざまに見たり考えたりするなかで、何かができあがる。それが西洋 科学になり学問や芸術までをつらぬくものになっている。　
そ
ん
な
立
場
に
立
っ
て
鈴
木
大
拙
の﹃
禅
と
日
本
文
化
﹄︵
第
八
十
一
刷
︶
を
読
ん
で
み
る
と、
な
か
な
か
面
白
い。
つ
ま
り
鈴
木
大
拙は、西洋の思考法を科学の思考法としてとらえ、これに対立するという か対応す というのか東洋の思考法
000
とし
て禅を持ち出しているように思わ る。　
岩波新書の﹃禅と日本文化﹄の第一章﹁禅 予備知識﹂には庵中に隠棲した老師に剣を学ぶ弟子 話が出て る。
ドイツの俳人たち
二三
︿
あ
る
日、
老
師
が
炉
で
自
分
の
菜さい
を
調
理
し
て
い
た
の
を
見
て、
弟
子
は
好
機
逸
す
べ
か
ら
ず
と
考
え、
大
き
な
棒
を
取
上
げ
て、
師
匠の頭上にうちおろした。師匠はおりから、鍋の上に身を屈めて、なかのものを掻廻しているところだったが、弟子の棒は鍋の蓋で受けとめられた。この時弟子は これまで到りえなかった、自分 知らない剣道の極意に対して、はじめて悟りを開いた。彼はそこで本当に師匠の比類なき親切さを味わいえたということである。
﹀
　
そ
ん
な
説
話
を
示
し
た
上
で、
大
拙
は︿
こ
こ
に
禅
の
一
風
変
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
﹀
と
書
い
て
い
る。
︿
そ
れ
は
心
理
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
と、
身
を
も
っ
て
体
驗
す
る
こ
と
で
あ
り、
知
的
作
用
や
体
系
的
な
学
説
に
訴
え
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
﹀
つ
ま
り
禅
の
モ
ッ
ト
ー
は﹁
言
葉
に
頼
る
な
﹂︵
不
立
文
字
︶
で
あ
る。
さ
ら
に
続
け
て︿
禅
は
体
験
的
で
あ
り、
科
学
は
非
体
験
で
あ
る
﹀
と
いう言葉もその先に見えてくる。　
さらにこ 五章先にある最終章︵第七章︶
﹁禅と俳句﹂を
見れば、
︿俳句は元来直観と反映する表象以外に、思想の
表
現
と
い
う
こ
と
を
せ
ぬ
の
で
あ
る。
ま
ず
こ
う
い
う
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ。
こ
れ
ら
の
表
象
は
詩
人︵
こ
こ
で
は
俳
人
＝
松
本
︶
が
頭
で
作
り
上
げ
た
修
辞
的
表
現
で
は
な
く
て、
直
接
に
元
の
直
観
の
方
向
を
指
す
も
の
で
あ
る。
否、
実
際
は
直
観
そ
の
も
の
で
あ
る。
﹀
と
書
か
れ
て
い
る。
私
は
こ
の
あ
た
り
で
鈴
木
大
拙
が
あ
せ
っ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る。
直
観
だ
の
体
験
だ
の
真
理
だ
の
と
い
っ
た
哲
学
の
言
葉、
つ
ま
り
は
い
か
め
し
い
観
念
語
を
自
分
は
使
い
た
く
な
い。
︿
朝
顔
に
つ
る
べ
と
ら
れ
て
も
ら
い
水
﹀
や︿
釣
鐘
にとまりて眠る胡蝶哉﹀などの朝顔や水や釣鐘や胡蝶 色や肌ざわりや鐘の音を思い浮かべながら、それらのものと一体 なろうとしている僧や人の姿を目の前に見ながら、手を触れながらものが言い 、そん 思いで一杯になっている大拙の姿を私は想像する。
二四
　﹃
比
較
俳
句
論
﹄
の
ま
ん
な
か
あ
た
り
に
渡
辺
さ
ん
は、
︿
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は、
俳
句
を
よ
く
禅
に
ひ
き
つ
け
て
解
釈
す
る
傾
向
が
あ
る。その原因としては、鈴木大拙がその英文の著作のなかで、禅と俳句を結びつけたことや、大拙の影響を受けたこと
や、
大
拙
の
影
響
を
受
け
た
Ｒ・
Ｈ・
ブ
ラ
イ
ス
の
四
巻
の
著
書﹃
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
﹄
か
ら
来
る
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る。
﹀
と
書
かれてい　
そ
の
あ
と
に
渡
辺
さ
ん
は︿
で
は
な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は、
こ
と
さ
ら
禅
的
な
も
の
に
魅
惑
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か。
﹀
と
い
う
問
い
を
出
し、
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
と
し
て、
︿
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は、
対
象
を
論
理
的
に
分
析しながら、互いに対立し合うものを分類して個別化し、 れら全体を体系づけてきた。しかしその結果ますます細分化が進み、それぞ の 抗争が厳しくなり、いわば狭い袋小路に入り込んで、ためになんと その対立を融和する
方
策
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た。
従
っ
て、
禅
の
よ
う
に
一
瞬
の
直
観
に
お
い
て
相
矛
盾
す
る
も
の
を
融
和
し
て
し
ま
う
非
合
理
性、
神
秘
性
に、
非
常
な
魅
力
を
覚
え
た
と
言
え
る。
そ
し
て
一
切
の
矛
盾
対
立
を
解
決
す
る
の
は、
抽
象
的
な
論
理
に
よ
っ
て
で
は
な
く、
感
覚
的、
直
観
的
な
も
の
に
よ
っ
て
で
あ
り、
具
体
的
な
事
物
が
そ
の
契
機
と
な
る
﹀
と
説
明
し
て
い
る。
︵﹃
比
較
俳
句
論
﹄
角
川
書
店、
94・
95頁︶
“三位一体”　た
し
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
俳
句
を
禅
に
結
び
つ
け
て
考
え
る。
む
ろ
ん
そ
れ
は
鈴
木
大
拙
の
影
響、
Ｒ・
Ｈ・
ブ
ラ
イ
ス
の
影
響
ドイツの俳人たち
二五
で
あ
ろ
う。
大
拙
の﹃
禅
と
日
本
文
化
﹄︵
岩
波
新
書、
北
川
桃
雄
訳、
昭
和
十
五
年
初
版。
八
十
一
刷
︶
も
ブ
ラ
イ
ス
さ
ん
の﹃
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
﹄︵
全
四
巻
の
書。
北
星
堂
︶
も
ロ
ン
グ・
セ
ラ
ー
で
あ
り、
昨
年
岩
波
書
店
か
ら
出
た
ア
メ
リ
カ
の
外
交
官
ア
ビ
ゲ
ー
ル・
フ
リードマン著﹃私の俳句修行﹄にも著者はブライスさんの本を読んだと書かれている。　
ブライスさんは﹁俳句は禅の見地から理解されるべきである﹂と書いているのに、フリードマンさんの日本人の友
人たちは誰しも、俳句と禅など何の関係もないと言うそうだ。私もまた俳句をはじめた人間としてこの七年間に俳句にかかわる本をいくつか読んだものの、そのなかに禅という文字を見たことなど一度もなかった。つまり我々日本人の場合、禅と言われると禅の修行を思い浮かべるのであり、俳句のことなど ったく考えたりしな　
だからと言って禅が俳句と関係がないのかと言われると、まったくそう はない。日本人にとって禅は空気のよう
なもの
である。日本語には主語がないとか、日本人が主語としての＂私は＂をほとんど使わないことや主語も目的語
も補語 なしで平気なこ を含めて、 は空気のごとくに日本人に存在している。　
長
い
間、
日
本
に
く
ら
し
て
俳
句
に
深
い
関
心
を
抱
か
れ
た
エ
ル
ヴ
ィ
ン・
ヤ
ー
ン
氏
が、
︿
俳
句
の
世
界
は
そ
の
根
底
に
於
い
て
無
名
で
あ
る
﹀
こ
と
を、
ま
た︿
俳
句
で
は＂
わ
れ
＂
と
い
う
一
人
称
が
め
っ
た
に
使
わ
れ
な
い
﹀
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
を
知
っ
て、俳句については欧米の人にし わからない事実があることに私は気づいた のだった。つまり日本についてはキリスト教徒である欧米人にしかわから いことがさまざまにあり、また欧米については日本人にしかわからないことが数多くあるのだ。　
ブライスさんの著書﹃ＨＡＩＫＵ﹄を読んでも、禅の思想自体のこと どほとんど書かれていない。ブライスさん
は思想だの哲学だのはお好きではないのだ。鈴木大拙の﹃禅と日本文化﹄を見て 同様 難し ことは
何も書かれて
二六
いない。　
ブ
ラ
イ
ス
さ
ん
の﹃
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
﹄
四
巻
が
今
な
お
読
ま
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も、
欧
米
人
の
読
者
は
禅
の
思
想
な
ん
ぞ
に
関
心
が
あって読んで る人はいないと私は思う。彼等は何千という数の俳句や漢詩の翻訳
0
を読んでいるのだと思う。翻訳を
読むことによって俳句の何たるかを学んでいるのだと思う。それと同時に禅とはいかなるものであるかを漠然と感じとってもいるのだろう。　
例えば、かの有名な芭蕉の句は次のように披露されている。
閑さや岩にしみ入る蝉の聲
　　
芭蕉
Shizukasa ya iw
a ni shim
iiru sem
i no koe
T
he silence !
T
he voice of the cicada
Penetrates the rocks.
　
最後にブライスの考え方を最もよく理解した一日本人の文章をかかげて、拙文の結びとしたい。
　﹁
ブ
ラ
イ
ス
に
お
い
て、
禅
と
俳
句
と
ブ
ラ
イ
ス
自
身
と
は
三
位
一
体
で
あ
っ
た。
ブ
ラ
イ
ス
は
禅
と
俳
句
の
間
に
本
質
的
な
差
異
を
認めていなかった。禅を宗教の一形態と考え、俳句を芸術の一ジャンルと見ること自体、非禅的な見方とブライスの
ドイツの俳人たち
二七
叱
責
を
買
う
よ
う
な
気
が
す
る。
﹂︵
仙
北
谷
晃
一︵
一
九
三
三
︱
二
〇
〇
七
︶﹁
禅・
俳
句・
生
活
の
三
位
一
体
―
ブ
ラ
イ
ス
の﹃
俳
句﹄
﹂︵
H
I N
o.2 ︶国際俳句交流協会︶
　
そういえばブライスさんはバッハもお好きだった。バッハを聴きながら、この音楽には禅がある、俳句があると思
われたこともあるだろう。むろん学問的
00
にはバッハに禅があるなどということはありえない。だが、そんなことはか
まわないと思う。欧米人も誤解に誤解をかさねて大誤解に突き進んでほしい。︵
1︶　
金谷武洋﹃日本語に主語はいらない﹄
︵講談社選書メチエ︶
山口明穂﹃日本語の論理
　
言葉に現れる思想﹄
︵大修館書店︶
